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下 仲 宗 根 門 中 の 董



沖 縄 市 の 自 然 環 境

鷹 山 薫

沖縄市は､沖縄島のほぼ中央部にあ り､那覇市の北約 22血 に位置する人口102,128

人 (昭和 60年 2月 1日現在)の沖縄県第 2の都市である｡

北 は､石川市 ･恩納村､北東は､具志川市､西は､読谷村 ･嘉手納町 ･北谷町､南

は､北中城村の7市町村に囲 まれている (図-1). 面積は､ 48.73Kd(その内38.29

%が軍用地)で､最高点が字倉敷 (嘉手納基地内)の210m､ 最低点が字比屋根の0.1

mである｡

地形は､丘陵 (北 ･南部)､台地 (中央部)､低地 (東部) に大 きく分 けられ る｡

北部は､名護層からなる読谷丘陵 (国頭主部丘陵)が延びている｡ 中央部は､琉球石灰
れさ そう

岩 ･国頭傑層か らなる台地が広 がっている｡琉球石灰岩台地上には､知花 グスクなど

の カルス ト残丘地形が数多 く見 られる. また､知花 グスクー帯は､具志川市天願付近

か ら北谷町砂辺付近 (東北東か ら南南西方向)に延びる地質構造線 (天願構造線)が
るいたい

走っている｡よって､ 構造線の北側 (中生代の国頭累帯) と南側 (新生代の島尻累帯)

とは地質が大 きく異なり､沖縄島北部 と中南部の土壌 ･植生が入 りくんだ地域となっている｡

南部は､島尻層群 (豊見城層 ･与那原層)か らなる丘陵 (中頭丘陵)が中城湾に面す

る急崖 まで続いている｡ 東部は､中城 ドームが陥没 してで きた県下最大の湾である中

城湾を囲むよ うに中城低地が広がっている｡ この低地は､中頭丘陵の崖下 に広が り､

ここか ら供給 された土砂 (ジャーガル土 など) とサンゴ礁砂が堆積 してできた ものであ

る｡

河川 は､比謝川の上流や天願川の支流が北 ･中央 ･南部の台地 ･丘陵上 を流れてい

るが､東部の中城湾に流入する河川はほ とん ど見 られない｡

下 仲宗根茎付近の自然環境

下仲宗根墓は､沖縄 こどもの国事務所北東 150m(図-2)の地点 に位置す る｡

地形的には､中頭丘陵 (小起伏丘陵)､に属し､標高 80mの地点にある(図-3)｡ この

一帯の地質 は､新生代第三紀中新世後期の島尻層群 (豊見城層 ･与那原層 ･新里層)

中の豊見城層である｡ 豊見城層は､砂岩 と泥岩が互層 になっていて､地表では砂岩層

が多 く露出 している. この砂岩層は､那覇市中禄 に広 く分布することか ら ミ小禄砂岩
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層ミ と呼んでいる｡ 小禄砂岩層は､方言で ｢ニービ｣と呼ばれ､小禄～宇栄原､浦添

市城 間～前田 ･経塚､西原町桃原､北中城村屋宜原､沖縄市園田 ･胡屋～与儀､桃原

～泡瀬第二区など◆(図 -3)に広 く分布 している｡

ニービは､色が褐色～黄褐色である. また､団結度が弱 く､たやす く手掘 りできる.

そのため侵食にも弱い｡ ニー ビを構成する鉱物は､石英 ･長石 ･角閃石などが多 く､

その他にジルコン ･ザクロ石 ･電気石などが含まれている.ニーどの層の中には､万
フニ

言で ｢ニービヌ骨｣ といわれる固い部分がある｡ これは､ノジュール (団塊 ･癌塊)

といわれるもので球状 ･板状の ものがあ り､昔か ら石碑 などの材料 として利用 されて

いる｡ 沖縄市内では､池原の石碑 (1657年) ･豊川碑 (1739年) ･津嘉山森墓碑

(1573年) ･夏氏大宗墓碑 (1853年)などの石碑がニービヌ骨で作 られている｡

ニービは､固結度の弱 い性質か らたやす く手堀 りがで きるので､その分布地域には､

下仲宗根墓のよ うな掘 り込み墓が数多くみられる.特に､沖縄市泡瀬第二区のジョー ミ

-チ.･一墓は有名である.また､国体主会場南側の奥武島もニービでで きた島 (現在
りくけいとう

は､陸繋島になっている)である｡

(沖縄市教育委員会文化課主事)

参考文献

沖縄県 『土地分類基本調査』沖縄本島中南部地域 1983年

神谷厚昭 『琉球列島の生いた ち』 1984年

仲里栄三 ｢地域の地質 を生か した地質領域の学習指導について｣

『沖縄市立教育研究所紀要 16号研究報告書第 4集』 1980年
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越 釆 間 切 の 沿 革 と 胡 屋

恩 河 尚

ひところ ミ沖縄一千年史モ と称 されていた如 く､沖縄の歴史は千年規模で考えられ

てきた｡ が､昨今の学問の成 果は目をみはるものがあり､例えば那覇市の山下町第-

洞穴遺跡は､今か ら約 3万 2干年前に早や我々の祖先が生活 していたことを教 えてく

れる｡ 市内で も南桃原区の洞穴遺跡か ら出土 した人骨は､約 1万年前 という古きを示

してお り､沖縄の歴史 も数万年 というモノサシを必要とするようになってきた｡

越釆間切の成立

ところで､我が沖縄市はかつて越来間切 と称 されていたが､越釆間切ができたのは

果 していつの頃であろうか｡ 残念ながら､まだよく分っていない｡ しかし現在､間切
か せい ● ● さとぬしどころ●

名については嘉靖 15年 (1536)に西原間切の天久里主撃 安堵 した辞令雪爵最古と
して､その頃か ら幾つか確認できるようにな り､ さらにお隣 りの奄美大島までみてみ

ると嘉靖8年 (1529)まで遡ることがで きる③._.こと越釆間切に限っても､同時代資
かふ ちゆうざんせい ふ

料ではないものの 『家譜 (系図)』や 『中山世譜塩 等によ り､この時期には間切名をウエ-カタ し上うたいさゆう

確認 し得る｡ 例 えば､越釆親方賢雄 (俗に鬼大域 と云 う)は尚泰久王代 (1454-
タルーさん し かん し上うしん

1460年)に､ また山内親方昌信 (俗に樽三司官)が尚美王代 (1477-1526年)堤⑤ じとう
それぞれ越来間切の地頭 となった旨の記録がある｡

こりゆうさゆう

話は変わるが､ 1609年の薩摩侵入以前の社会を沖縄歴史は ミ古琉球モ と時代区分
し上うはし し上うし

している. 古琉球期は尚巴志の三山統一 を経て､第二尚氏王統三代目の王である尚美

の中央集権策によって､北は奄美大島か ら南は波照間 ･与那国島にいたる強固な国家

(琉球王国)が確立 された時期である. 当時の行政区画は ミ間切 ･シマモ制度 と称 さ

れているが､それは先の琉球王国の形成過程で編成､確定 されたものとして理解 され

ている｡

これ らのことか ら､越釆間切の創出 もこの王国確立期にあったとみて大過ないであ

ろう｡

それでは､当時の我々の祖先はいったいどのような生活をしていたのであろうか｡

記録が殆 ど残 ってなくその詳細は不明だが､幸いなことに遺跡や遺物等を介 してその

一端はかいまみることがで きる｡
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ウガン
コザ中学校のグラウンド南端上方に､かつて ミ胡屋御願ミ と呼ばれる拝所があった｡

ウカミ
この拝所は､同校のグラウン ド整備などによ り数度その場所が移 され､現在､ ミ御神
十一

屋ミ と称 される施設の一角に設置 されている (先の胡屋御願のほぼ南側に隣接) ｡ ち

なみにウスデークや獅子舞いなど､現在の胡屋部落の年中行事は､この御神屋を中心

に行なわれている｡

一帯は胡屋御願遺跡 と呼ばれる今か ら約7･8百年前 の遺跡であ り､現在の胡屋部

落の前身 と目される集落跡の可能性の高 い地域である｡

当時は数万年に及ぶ長い採集経済の段階を終 え､沖縄が初めて米作や麦作 を中心 と

する農業社会を迎 えた時代である｡ 人々は農耕の基盤たる土地､そしてそれ-の働 き

かけを保障する鉄の入手や生産物の分配などを通 じて共同化 し､また互に抗争を くり

かえしなが らもやがて三山と呼ばれる勢力圏を形成 していく｡ また各地にグスクと称

される遺跡が登場するのも､ この時期である｡ グスク (グスク時代の遺跡)か らは､

ほぼ例外なく中国の輸入陶磁器が出土するが､これはその当時の沖縄の社会が諸外国

と交易を行なえるほどに熟 していたことを物語るものだ といえよ う｡ もちろん､その

ような社会を底辺で支 えていたのは､胡屋御願遺跡に代表 される諸遺跡 (集落)であ

り､その住民たちであった｡

近世の越釆間切

1609年､薩摩軍 3干名余の侵入 を受 けた沖縄は王国を実質的に解体 され､日本々

土の幕藩制社会の中に組み込まれた｡ この薩摩侵入か ら1879年の琉球処分 (沖縄県
舌んせい

の設置)までの270年間を､沖縄歴史では近世琉球 と称 している｡

近世期は薩摩藩を介 して幕藩体制の一環 に組み込まれたはずの琉球が､一方で旧来

の中国との冊封朝貢関係 も維持するという具合に､いわば ミ日支両属ミ と比倫 された

立場にあったところに､その最たる特徴がある､ と云 えよ う｡

さて､薩摩侵入後､沖縄は近世的とで も称すべ く諸制度の改革の必要性に迫 られる
し上うじ上うけん

が､その課題を担 って登場するのが沖縄史上､屈指の大政治家 と評 される向象賢こと
せつせい

羽地朝秀である｡ 羽地は､ 1666年～ 1673年 の7年間に亘 り摂政の要職 にあって､

文字通 り国政に敏腕をふるう｡ その時期 とほぼ重 って､全琉で 13間切 の分割が行な

われ､その結果 8間切が新設 された｡ この間切分割は､地頭 と呼ばれる領主層の勢力

抑制､および新地頭層の領地確保 という政治色の濃い施策 として理解 されている｡

1666年 4月 23日､当時 20余村 か ら成 っていた越釆間切よ り､ 15村 を割 いて夷
⑦
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里間切が新設 された｡ ことわるまでもないが､この美里間切の分立 も先の間切分割の

一環 として行なわれたものとみて､間違いないであろう｡
けい r ぎ

1689年､王府は系図座 という役所 を設けて系図 (家譜)の編集に乗 り出した｡そ
けいb

の結果､系図を有するものを士族 (系持 ちともいう)､そうでない無系 の ものを百姓

として､近世的な身分制を創出するに至る｡

本報告書､とくに ｢越釆間切役人制度か らの検討｣の理解のため､ここで近世期の

行政制度について簡単にみておきたい｡
しよ

王府の行政機構は､国王 を頂点に最高の行政ポス トである摂政､三司官の下､ ミ諸
ざ お くら

座 ･諸御蔵モ と総称される各役所があり､多 くの役人たちが行政に当っていた. これ

らの役人たちは基本的には士族身分であり､その中には ミ地頭モ と称 して各間切 ･村

に領地を有する高位の者がいた｡ 地方制度は､古琉球以来の間切 ･シマ制度を基本的
*ざり むら あぎ

には踏まえなが らも､間切 (今の市町村) ･村 (同字)制度 として整備 されてい く｡
ジ トウ デー しゆ り ウ7十ク ばんt=上

間切は地頭代を トップに首里大屋子以下サバク リと呼ばれる役人たちが番所 (市役所)
ウツチ かしら むらや

で行政にあたり､村には捉 ･頭々の下､諸役人たちが村屋で勤務 していた｡云 うまで
じかた

もないが､これ らの地方役人たちは基本的に百姓身分である｡

それでは､近世における胡屋村そしてその住民たちについて､次にみてみよう｡
え す とうそんち上うl たか さめち上う

胡屋村は､現存する史料でみる限 り 『絵図郷村帳』⑧ (1649年) や 『琉球国高究帳』@
(1635- 1646年) 段階､すなわち17世紀前 半にはその存在を確認で きる｡

『高究帳』 によると､当時の胡屋村は仲宗根村 と合せて約 395石 (うち田方約 226

石)の村高で､稲作を主体 とする村落であった｡ ついでにいえば､越釆間切の総石高

は約4,381石で､間切内 14ケ村の平均石高は約 312石である.
ゆらいさ Iウン

『琉球国由来記も (1713年)によれば､当時の胡屋村 には胡屋之殿 とアガレ森の
二ヶ所の拝所があり､それを司祭する仲宗根益の下､部落総出でウマチ-などの行事

を行なっていたことが分かる｡
じわ

近世の一般民衆は ミ地割 りミ と呼ばれる耕地割 り替 え制度の下､一定期間､自分の

耕地 としてあてがわれた土地を耕 し､同時に年貢負担の義務が課せ られていた｡ また
L'やく てかた
夫役 と称 される労働義務､さらには地頭層の手形入れ (物品徴収)が行なわれるなど､

さまざまな名 目の納税負担が課されていた｡ もちろん胡屋村の人々もその例外ではあ

りえなかった｡
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越釆間切の終結

1879年､明治政府 は軍事力 ･警察力を背景に廃藩置県を断行 した｡が､それは明

治政府が強権をもって一方的におしつける形で行なったものであ り､全国どの県にも

類をみないものであった｡ ミ琉球処分モ と呼ばれるゆえんである｡ これで もって､沖

縄は日本近代国家の成員 となるが､以後 1945年の敗戦 までを近代沖縄 と称す｡

置県後､明治政府の施策に不満をいだ く声はなお根強 く､また朝鮮半島をめぐって

対清外交に苦慮 していた明治政府は､沖縄の旧慣諸制度の改革を日清戦争 (1894年)､

土地整理 (1899- 1903年)まで侯たねばならなかった (旧慣温存) 0

ちなみに置県直後の越釆間切 (10ケ村)の戸数は1,a)2戸､人口5,194人 (うち男

は2,591)で､胡屋村はそれぞれ 99戸､459人 (うち男は212)である (明治 13年

沖縄県統計概表)0

旧慣温存期を経て､やがて沖縄は本土の諸制度が導入 される｡ それは換言すれば､

軍国主義や皇民化教育等に代表 される近代資本主義諸制度 が もた らされることも意

味し､やがては沖縄戦 (1945年)への道を歩むことになる｡

地方制度の改革は､土地整理にさきだち1896年に沖縄県区制と都編成が行なわれ､

首里 と那覇には区制が､その他の地域には郡制がしかれる｡翌 1897年 には ミ間切 ･

島吏員規程ミが公布 ･施行され､従来の番所は役場に改められ､地頭代以下サバクリが
trらがしら

廃 されて間切長､収入役､書記が置かれた｡ また､村では捉にかわって村頭が置かれ
お上びとうし上 モん むら

る. そして1908年､ ミ沖縄県及島峡町村制モの施行によ り旧来の間切は村に､村は
あざ

字に改められる｡ その結果､越来間切は越来村 となり､胡屋村､仲宗根村等はそれぞ

れ字胡屋､字仲宗根 と改められた｡

こうして､ 5･6百年 もの長期 に及 んだ越釆間切は廃 され､以後､越釆村､コザ村､

コザ市へ と発展 ･継承 されていくことになる｡
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注

①里主所 大や くも い (役職名)の収入源 として給賜 きれた一定の作得地の こと.

⑧ ｢西原間切の天久里主所安堵辞令書｣ (『田名家文書』第二号)

⑨ ｢笠利間切の宇宿大屋子職補任辞令書｣ (山田尚二 ｢奄美の古文書｣ 『沖縄文化』

8巻 2 ･3号)

④中山世譜 琉球の正史 (歴史書)の一つで,1724年から翌年にかけて編纂された王家の系

統記録である｡

⑤ 『夏氏摩文仁家々譜』

㊨ 『揚氏与世田家々譜』 )
いずれ も 『沖縄市史』第二巻所収

⑦那覇市史編集室蔵 『文姓家譜』大宗､ 3世嵩原親方孝治の条｡

⑧絵図郷村帳 正保国絵図帳 (1649年)を反映 した史料 と思われ､間切島村名が記 され

る｡東恩納寛惇の ｢史料ノー ト｣に所収.

⑨琉球国高究帳 現存する史料中､間切名､村名およびその石高を確認できる最古のものと評さ

れる史料である｡

⑩琉球国由来記 1713年､首里王府によって編集された琉球最初の地誌とでも称すべき史料であ

る｡王府の年中行事､官職制度そして各地域の祭把等々､その内容はきわめて多岐にわたる｡
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調 査 .廃 退
･1ヽ
ll-1

伊 敷 勝 美

本県は'､1これまで幾度の世替 りで有形 ･無形の貴重な歴史資料を散逸､亡失 してき

た｡ その様な状況下で､近年とみに注目を集めてきている資料に家譜や辞令書等があ

る｡ また､銘書 もその一つとして俄然評価 されはじめ､生活の中に残 された祖先の遺

跡 (塞) も県内各地で 調査が行なわれている｡

従来､ややもすれば軽視 されがらだったこれら諸資料の再評価 ･認識 とともに､近

世の歴史像 もよ り豊かに浮き出 されてきた｡ 更に､郷土の生活を理解する一助 となっ

ている｡

わが沖縄市で も上記の資料の重要 さに着目し､そのス トックに努力してきた｡その
た(i

一環 として､ 1983年 8月 15日 (旧7月7日一夕ばた) に下仲宗根門中の墓調査を

行なった｡

その古墓は､子供の国事務所北東 150mに位置 し､沖縄市東部にみられる小禄砂芦

層 (方言名､ニービ)の堀込式墓であ り､1983年 7月､下仲宗根門中よ り仲宗根健昌

氏 (市水道部長)を介 して調査依頼があった｡

基調査依頼の要旨は以下の通 りである｡

①門中関係資料は今次大戦で消滅 し､皆無の状態である｡

④今後､門中誌を編集する際の資料収集にしたい｡

それに対 して､本文初めの項で触れた様に歴史資料である銘書をはじめ遺跡や遣物に

ついては､以前よ り調査 ･収集をしてお り､その資料のス トックを目的に課で対応す

ることにした｡

調査経過は以下の通 りである｡

1983年 7月 21日 下伸宗根門中墓調査依頼

7月 29日 調査に伴 う資料収集

下仲宗根門中の一員である仲宗根健昌氏よ り､門中に関す

る聞 きとりと資料収集

8 月 1 日 門中に関する聞 きとり

下仲宗根門中の島袋キヨ (村ノロ) さんより､門中 ･行事

についての聞 きとり
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1983年 8 月 2 日 作業分担を決定

実測､撮影､銘書の解読の三班に分けて担当者を配置

8 月 9 日 伐採及び測量杭の設置

8月 11日 実測作業

平面 ･東西両断面 ･正面断面 ･幕内部の断面の測量を実施

8月 12日 前 日の作業の続行

8月 13日 最終の打ち合せ

器材の準備､作業スケジュール､方法の確認

8月 15日 調査当日

門中の拝みから始まり､内部測量､かめの計測､撮影､銘

書の解読の手順で終了

(沖縄市教育委員会文化課嘱託)
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越釆間切役人制度 か らの検討

高 良 倉 吉

恩 河 尚

近世における越釆間切の役人状況を知 る史料に､ 『琉球国由来記』 (1713年編集)

巻2､ ｢諸間切諸島天地頭教理 ヲエカ人之事｣がある｡ その越釆間切の項に､
Ji:じとう

仲宗根大屋子 (地頭代)伊礼大屋子 ･島袋大屋子 ･富里大屋子 (四貞夫地頭)首
ウフ十ク おおウツチ はえ JCし
里大屋子 ･大淀 ･南風捉 ･西捉 ･越釆捉 ･照屋綻 ･安慶田捉 ･呉屋捉 ･上地捉 ･

山内捉 ･諸兄里捉 ･大工廻捉 ･字久田捉

とある｡ この記述の意味するところは次のように整理することができる｡

(む越釆間切には､仲宗根､伊礼､島袋､富里 と称 される4員の夫地頭-大屋子がお

り､その中の仲宗根大屋子が地頭代の役職‡.tつ くならわしであった｡

Lb他間切同様に､首里大屋子 1員､ 3員の間切捉 (大捉 ･南風捉 ･西捉)がいた.

㊥ 9員の村淀がいた｡ この村捉は､越釆間切に当時存在 した 10の行政村 ､すなわ

ち越来､照屋､安慶田､仲宗根､呉屋､上地､山内､諸兄里､大工廻､宇久田にほ

ぼ対応する役職である｡

上の点を図示すると図 4のようなFエラルヒ-が得 られる.

『由来記』の伝えるこの ヒエラルヒ-が､その後の変化を経て近世末期頃にはどの

ような状況を呈 したか､そのあた りを知るためには 『沖縄県史』第 12巻付録 を見 れ

ばよい｡

｢各間切各島地頭代以下人員給料表｣ を見 ると､越来間切には地頭代 1員､夫地頭

3員､首里大屋子 1員､大淀1員､南風綻1員､西捉 1員､村壁且員のいたことがわ
ー一--′

かる. したがって､18世紀初頭以後の近世旦 通 じて線束間切の役人制度の枠組は基本
_.---1

的に変化がなかったこと1こなる.

ここで近世の地方役人について述べておこう｡

図 4をみていただきたい｡ 間切の最高責任者は ｢地頭代｣で､これは現在の市長に

相当する｡ 地頭代は ｢夫地頭｣ と呼ばれる間切の長老格か ら選ばれたが､越釆間切に

は仲宗根､伊礼､島袋､富里大屋久の4員の夫地頭がお り､その中か ら仲宗根大屋子

が地頭代に就 くのが慣例であったことは前述 した通 りである｡ ちなみに仲宗根以下は

役職名であって､即人名ではない｡ 例 えば､ある人物が夫地頭になるとその姓名 とは

別に､ ｢○○大屋子｣ とか ｢○○親雲上｣ といった位階を付 して仲宗根大屋子､島袋
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図4.役人のヒエラルヒー

大

村

級 役 人

般 氏 衆

親雲上 などと名乗 ったわけである｡

行政職 として地頭代の次位にあるのが ｢首里大屋子｣であ り､ これは今の助役に相

当する｡ さらにその下には ｢大淀｣､ ｢南風捉｣､ ｢西捉｣がお り､この首里大屋子

以 下西捉までを一般に ｢サバク リ｣ と総称 している｡ その他には､当時の要務であっ
そうこうさく丁タイ

た農業 と山林関係の責任者 として ｢総耕作当｣ と ｢総山当｣をそれぞれ配 し､以上で

もって間切番所の首脳部 を構成 していたわけである｡

一方､胡屋村を初めとする間切内各村には､捉 (今の区長) を トップに耕作当､山当

その他がいて､上記の間切役人たちの指導の下､村屋での行政に従事 していた｡

ところで､これ らの地方役人たちの職名が村名か らきていることは､云 うまで もな

い｡ 地頭代は仲宗根村にその役地を有 していたことか ら同村名 を用い､また村捉たち
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も各担当村名を冠 して､例えば胡屋綻､越釆捉などと名乗 っていたわけである｡ それ

では､地頭代を除 く他の夫地頭たちはどうなっていたのであろうか｡ というの も島袋､

富里､伊礼 という村は､当時､間切内には存在 しないのである｡ 推測の域を出ないが

先の 『由来記』 に よれば､島袋､富里､伊礼の各夫地頭は､それぞれ越来､仲宗根､

上地の各村の祭把に関っている｡それか らすると､彼 らの役地はその三ケ村にあった

可能性が高い｡ただ､職名にその村名を冠 していないのは､当該村の領主である首里

地頭 と名前がダブらないようにしたためである｡

さて､先の 『沖縄県史』第 12巻付録中の ｢中頭郡仮役及村役 目人員給料表｣ を見

ると､越釆間切には､上記の地方役人たちの他に加勢地頭代 1員､勘定人 2員､唐竹
iLJr▲

惣山当 1員､大文子 6員､相附文子六員､見習文子14員､下知人 9員､惣頭14員､耕

作当26員 (うち12員は無給)､村佐事10員､捉加勢 9員､山当19員､与頭31員､山工

人31員､二才頭35員､馬番 2員､仮惣耕作当 1員､戸籍構 2員､升取 2員､唐竹山当

6員､足捉 1員などさまざまな名称の役人 ･準役人がいた｡ これ らの役目は薄給 ･無

給の場合が多いが､しかし､図4に示 した ヒエラル ヒーのサポー トとして行政現場の

不可欠な労力であった｡それぞれの役目が､近世のいつ頃か ら､いかなる事情で設置

されたかは今後の究明課題であるが､地頭代以下の複雑な役職 ･役 目が近世に存在 し

た点だけは確認すべ きであろう｡

ところで､ノロについても注目したい｡なぜなら､ノ･ロはたしかに神女組織の一環

で通常の役人制度 とはひとまず区別すべ きだが､しか し､ノロは王府によって役俸を

給 された公事祭祀の執行者であ り､広い意味での役人制度の一端を担 うか らである｡

『県史』第 12巻所収の ｢各 間切各島のろくもい役俸｣ によれば､越釆間切には越

釆ノロ､大工廻ノロ､仲宗根ノロという3員のノロがいた｡ また､それよ り以前の状

況を伝 える 『琉球国由来記』巻 14には､｢越釆盃｣ ｢中宗根盃｣ ｢大工廻蛋｣の名が

見 えるので､越釆間切には定員 3人のノロが代々祭把 をつかさどる制度の存在 したこ

とがわかる｡

以上の点を念頭において胡屋下仲宗根門中墓の厨子窺銘書を見ると､6番の｢前仲宗

根親雲上｣は前任の地頭代であったことがす ぐわかる｡ なぜなら､ ｢仲宗根親雲上｣

は仲宗根大屋子 -夫地頭の位階名であ り､仲宗根を称するのは地頭代役に就任する夫

地頭であったか らだ｡ ｢前｣は･前任者の意である｡10番の ｢首里大屋子伊波筑登之｣が

サバクリの トップ首里大屋子職にある人物である点 は説明 を.要しないだろう｡ 12番の

｢首里大屋子｣には人名が記 されてないが､首里大屋子職にある人物の娘カマ ドの意
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味である｡14番の ｢前伊礼親雲上｣は､前任の伊礼夫地頭 (伊礼大屋子)のこと､16番の
(村)

｢越釆間切仲宗根口のろくもい思戸｣は､思戸が越釆間切の3員のノロの うちの一つ

仲宗根ノロであったことを示 している｡

その他の人物については単に位階が記 されるだけで､いかなる役職にあったかを知

る手がか りはない｡

しかし､上に判明したことか らだけで も､下仲宗根門中が､地頭代や夫地頭､首里

大屋子､ノロといった間切の要職を占めた人物 を輩出する家柄であったことはよくわ

かる｡

(沖 縄 史 料 編 集 所 専 門員)

(沖縄市教育委員会文化課主事)
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V.墓の構造と厨子嚢

1.下仲宗根門中墓の構造

1.墓 の 立 地

金 城 睦 弘

墓は､沖縄市中央公園 (沖縄子供の国隣り)の三角点から北東 225メー トルの東南

斜面にあって､子供の国入り口の北東から越来ダム東縁に抜ける市道の東南側に隣接

して､道路下にある｡

一帯は､沖縄市域でも東部でよくみられる微粒砂岩 (いわゆるニービ層)地帯であ

り､墓はその地質的特徴をよく生かして､ニービ層上縁部の急傾斜面に造営してある｡

2.墓 の 概 要

墓は､道路脇にある1本の琉球松の下にあって､東南面するニービ層傾斜面をほぼ

垂直になるようにして3面を掘り取って､西南向きに造営したフィンチャー (擦り込

み墓)である｡ (墓の実測図を参照)

屋根に相当する所は雑草に被われた平茸き状であり､積極的に屋根を意識 したとい

う感じではない｡

墓庭は道路下 3メー トルにあって､そこへ行 くには簡易的に掘り取った急な下り階

段を利用する｡階段を下りると直接に墓の庭に入れるようになっており､そのまま墓

の正面に至れる｡ 門の造作などは無い｡ 約 8坪程の墓庭はよく敷きなられた広場で､

間口は約4メー トル50センチ､基口までの奥行きは約 6メー トルである｡ 入り口の右

側には墓庭の排水処理をするための清がある｡ 入り口の左側､道路直下にあたる一部

分は土が滑り落ちていて原形がよく解 らない｡

墓庭の側壁であるが､東南壁､北西壁ともに地山を真上から切り取り､断面そのま

まに地層の美しさをよく生かしてある｡両壁の上縁は屋根部分から入り口にかけてほ

ぼ一直線に下っている｡これはニービ地帯の墓でよく見る側壁の典型的な特徴の一つ

でもある｡
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東南壁には小さく撮り抜いた脇墓 (間口30センチ､高さ50センチ)があって､ 2-

3個の石でふさがれている｡墓口の造 りは本墓と同じ方法である｡現在は使用されて

ない｡

墓の正面部分は高さが約3メー トルであり､側壁と同じく丘陵を真上から切り取 りっ

て､墓口の両側に一対の柚 (スディ)を掘 り込んで造ってある｡

毒口は､石灰岩製香炉でおさえられた蓋石 (現在使用のものはコンクリー ト製)杏

内側から受けるためにその縁周を一段 (約30センチ)掘 り込み､それから墓室の中へ

と約90センチ掘 り進めてある｡

墓室のひろさは二坪余りあって､東南側にやや広 くなっている｡天井部はコンセッ

ト状であり､床面からの最高位は 1メー トル90センチ､奥行きが 2メー トル35センチ

となっている｡

墓室の構造は､一次葬の時に棺箱を置 くところのシルヒラシドゥクル (W 170cmX

D llOcm)と､洗骨後の厨子喪を安置するところの三段からなるコの字形のタナ (-

段目の棚-H35cmXD30cm･2段目と3段目の棚-H25cmXD30cm)､そしてその最

上段三段目の棚左奥に設けた合葬所のイチ (W58cmXH63cmXD60cm)､というそれ

ぞれ異なった機能を持っ三重構造の墓となっている｡

3.墓 の 特 徴

墓の築造にあたっては､ ｢地山を直接に三断面掘 り取 り､墓室を穿っ｣という､い

わゆるフィンチャー (掘 り込み墓)の方式である｡ フィンチャーには､外形上は単に

横穴を穿いただけの簡易的な感 じのものと､この下仲宗根門中墓がそうであるように

全体的にはシンプルでありながらも若干の装飾や造作を施 したものが見られる｡ 後者

のこのタイプは沖縄本島の東海岸沿いでニービ層 (微粒砂岩層)の発達する北中城､

沖縄市､具志川市などのそれぞれ一部の地域に顕著であり､また､伊江島や宮古島な

どの石灰岩が優勢する地域でも若干例見ることができる｡こうした墓の造りは平茸屋

根や亀甲屋根を意識する堀込折衷様式の基の出現を防梯させ､また､それに移行する

前段階のものとして捉えることができる｡

築造費用と労力については､この墓は廃藩置県まで続いたとされる墓の制限 (諸士

12間角､平民 6間角以内)の枠内にあり､しかもその規模は6間角には満たないの

であるが､地山を削り取るなどして墓庭を造り､墓室の仕上げを丹念にするなど､微
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一一､■･婁 口 (外側から)その他､

必ずしもこの基に限られたことではないが､一段目のタナのコの字形左側部分が10センチはど下

がった位置に造られていることも見落としてはならない点であろう｡以上､下

仲宗根門中墓の特徴をいくっか見てきたのであるが､これらのことを総括すると､ ｢丘陵

を三断面切り取る築造法の採用をしている｡｣こと､ ｢観音開きの蓋石を使用する墓型の影響を受けている｡ ｣ということ､それに､

｢墓室はほぼ現在の様式を確立している｣ことの三点が指摘される｡結果的には

､ ｢ニービ地帯におけるフィンチャー (掘り込み基)のほぼ完成された形｣であり､ ｢平茸墓または亀甲墓との振込折衷様



タナとイチ(正面奥



二番タナと三番タナ

(正面奥右側



2.下仲宗根門中墓の厨子蛮

1､厨子嚢の配置について

墓室は一次葬を行う所のシルヒラシドゥクル､･二次葬所のタナ (棚)､三次葬所の

イチ (池 ?-合葬所)という三重構造であるが､現状における厨子喪の配置 (安置)

場所はすべてが二次葬所のタナであり､遺骨は一次葬を終えたものが主である｡

三次葬所の遺骨については粉化が著しく､また銘を知る手だてがないのでここでは

触れない｡

二次葬所のタナは三段で構成され､それぞれ下から一番棚､二番棚､三番棚という

ように階段状に立体化されている｡安置される厨子窪は､一般的には上の棚へ行 くに

従って代を経るとされる｡下仲宗根門中墓についても例外の厨子蓬は一部あるものの､

ほぼそれに従っている｡

次に､厨子窪の配置 (安置)に見られる主な特徴を列記する｡

1) 上の棚になるほど､死亡年または洗骨年が古 くなる｡

2) 一番棚は､一人入りの厨子嚢のみを安置する｡

3) 二番棚は､正面部分に夫婦入りの厨子喪を安置して､その両側面の延長部分

(ここを特にスバダナ-側棚ともいう)には一人入りの厨子婆を安置してある｡

4) 三番棚には､特に古い銘のある一人入 り厨子窯を 2基と夫婦入厨子嚢を 1基

安置してある｡

5) 基室内での最高位の場所であるイチは三番棚に連続して､向かって左に区画

されている｡隣接するタナには越釆間切仲宗根村<のろくもい->の銘入りサン

ゴ石製厨子禁が安置されている｡
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厨 子 窪 配 置 (安置)図
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正面､一番タナと二番タナ



厨子妻の配置状況

右側､二番タナ左側､一番タナと二番タナ



2､厨 子 喪 の 種 額

墓室に収められている厨子東の詳細は次の通 り｡

<サンゴ石製御殿型>3基､<陶製御殿型>6基､<火葬用陶製御殿型>1基､

<陶製壷型>5基､<陶製窺転用品>1基の合計 5種16基である｡

次に､厨子喪を種額別に列記する｡

a､ サ ン ゴ 石 製 御 殿 型

[番号16] サンゴ石灰岩製入母屋御殿型厨子喪 (触､宝珠無 し)

1722年頃からの使用で､越来間切仲宗根村の神職

<のろくもい>､ 1人入り｡

[番号15] サンゴ石灰岩製入母屋御殿型厨子襲 (鱗､宝珠付き)

1753年以降から使用､ 1人入り｡

全体的に後方への傾きがある｡

[番号 5] サンゴ石灰岩製寄棟御殿型厨子窺 (触､宝珠付き)

1823年からの使用､夫婦を合葬｡

全体的に後方への傾きがある｡

* サンゴ石で造った御殿型厨子嚢である｡これらの厨子寒は､18世紀初め頃から

19世紀初め頃までにその使用が開始されたものである｡屋根型を見ると､18世紀

初め･に入母屋であったものが､その中期には娘 と宝珠付きの入母屋変形になり､

19世紀には寄棟の娘､宝珠付きに変化 している｡

遺骨は前二者が 1人入り､後者は夫婦の2人入りとなっている｡

身の後方への傾きについては､前-者には見られず後二者に共通 してある｡

b､ 陶 製 御 殿 型

[番号14] 荒焼マンガン掛入母屋変形御殿型厨子婆 (触付き)

1800年から使用､ 夫婦を合葬｡

[番号 6] 荒焼マンガン掛入母屋変形御殿型厨子蔑 (触付き)

1823年からの使用､夫婦を合葬｡
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[番号 8] 上焼入母屋変形本御殿型厨子喪 (触､龍頭､獅子頭付き)

1876年からの使用､夫婦を合葬｡

[番号 9] 上境入母屋変形本御殿型厨子嚢 (鱗､龍頭､獅子頭付き)

1876年からの使用､夫婦を合葬｡

[番号 1] 上境ツノ型入母屋変形御殿型厨子喪 (触､獅子頭付き)

1884年から使用､ 1人入り｡女性｡

[番号7] 上焼ツノ型入母屋変形御殿型厨子喪 (鱗､獅子頭付き)

1927年からの使用､夫婦を合葬｡

* 荒焼および上境の入母屋変形瓦屋根の御殿型厨子婆である｡

全体にマンガン柚をかけて黒っぼく仕上げたものは1820年から1868年にかけて

集中して見られる御殿型厨子喪で､その際立った特徴は､龍の顔を患わせる娘を

屋根に大きくシンボライズしていることであろう｡

1821年頃から明治初期頃まで上記の荒焼御一殿型厨子喪と重なり､その後明治中

期頃まで集中して､大正以降には少-なくなる上焼の本御殿型厨子窪の屋根には､

鰻に加えて龍頭と獅子頭が据えられ､全体的に整ったものとなっている｡

上境本御殿型厨子資に遅れて､後に埠ぼ平行するようにして19世紀中一期頃から
顕著宣なるツノ型厨子蓬の屋根は､鱗と獅子頭はあるものの龍頭が欠落するなど

簡略化が進み､事例に見るように他の生活雑器を焼 くための台 (3本のツノ)を

盛りつけてある｡ この厨子喪は､俗にソーベ-と呼ばれる普及型タイプで昭和初

期まで盛んに製作されたものである｡

厨子窪は､ [番号 1]を除いて他は全部2人入りである｡ 俗に言われる ｢ミー

トゥンダ ヤ ､カーミ ヌ チビ､ティーチ｣という思いを具現化 したものなので

あろうか｡

C､ 火 葬 用 陶 製 御 殿 型

[番号3] 素焼彩色入母屋変形御殿型厨子窪 (鰻付き?)

1969年からの使用､ 1人入り｡ 男性｡

* 昭和30年代以降､火葬が行なわれるようになってからこうした小形のものが作

られるようになる｡装飾､図柄ともに相当に簡略化されながらもなんとか入母屋
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の変形屋根を踏襲 し､現在でも同じものが作られている｡ 16基の厨子喪の中では

最も新しい｡

d､ 陶 製 壷 型

[番号 2] 荒焼マンガン掛壷型厨子嚢 ･(線彫り､正面に宝珠の準付)

使用初め不明､ 1人入 り｡

[番号10] 荒焼マンガン掛壷型厨子喪 (線彫 り､正面に宝珠の盛付)

19世紀中期頃から使用､ 1人入り｡女性｡

[番号12] 荒焼マンガン掛壷型厨子喪 (線彫り､正面に宝珠の盛付)

19世紀中期頃から使用､ 1人入 り｡ 女性｡

[番号11] 荒焼マンガン掛壷型厨子嚢 (線彫り､盛付無 し)

使用初め不明｡ 小さい壷型厨子寒｡

[番号13] 荒焼マンガン掛壷型厨子嚢 (線彫 り､盛付無 し)

使用初め不明｡ 小さい壷型厨子窪｡

I

* 全体にマンガン柚を掛けて､線彫 りを基調にしたのがこれらの厨子窪である｡

このタイプは1770年代から登場 して戟後まで作 られる｡

･装飾や図柄については､線彫 りを中心とするものと盛 り付けを基調にするもの

など､そのバ リエーションは最 も多い｡

[番号 2]､ [番号10]､ [番号12]は線彫りを基本にして正面の銘書を書 く

部分に簡単な宝珠の盛付をし､ [番号11]と [番号13]は､盛り付けを省略して

線彫 りのみになっている｡

[番号10]と [番号12]は同一作者のものである｡

e､ 陶 製 変 転 用 品

[番号4] 荒焼窪転用品 (蓋はニービ石板)

使用初め不明｡

* 荒焼窪を転用 したもので､本来のものではない｡ こうした転用は往々にしてみ

るが､そう多 くはない｡
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3､厨 子 牽̀ 一 覧

[番号 1]

器 名 上焼ツノ型入母屋変形御殿型厨子窪

H 89×W 51×D 41 (cm)

身の正面 (墨書)

/二十一代仲宗根重民/右前妻まっ/後道ノ女子/

身の後縁 (墨書)

/二十一代仲宗根重民前妻まっ/

身の左縁 (朱書)

/光緒四年戊寅八月十日死去同十年十一月/

身の前縁 (朱書)

/廿四日洗骨二代仲宗根筑親雲上娘まっ/

身の前縁 (墨書)

/越釆間切胡屋村/

備 考 屋根か入母屋の変形 (バ リエーション)になった御殿型厨子窪で､俗に

ソーベ-と呼ばれる普及型である.

錆書を見ると1884年からの使用であり､墓室では一番タナで､向かって

右側二番目に安置してある｡

このタイプは19世紀中期頃に顕著であり､昭和の始め頃まで製作されて

いる｡ 厨子薬の際立った特徴は､窯入れの際に生活雑器を一緒に焼 くため

のツノ型台を数個､蓋に盛 り付けてデザイン化 してあることであり､白化

粧がけに緑柚差 しが映えるこの厨子婆の場合は10個のツノを立ててある｡

蓋は重層屋根で､上層部は極端に高 く､正面中央に正方形の穴を 1つ空

けて､その上には二重垂木の唐破風屋根を描いてある｡ 穴をはさんで両側

には一対の円い盛 り付けがあり､さらにその外側唐破風屋根の端には動物

(獅子をイメージしたもの?)の顔をあしらったツノを盛 り付けてある｡

屋根の上､中央にはツノのある獅子頭を据え､その両端に龍の顔を連想さ

せる娘を一対盛 り付けてある｡蓋の両側面の軒も唐破風になっており､そ

こには格子窓模様がある｡ 背面の軒は直線的になり､その上に3つのツノ

型台を盛 り付けてある｡蓋の縁は下層の屋根で､垂木をかたどってある｡
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身には四周､軒がはしり､その四隅 と正面唐破風の上に獅子頭を盛 りつ

けてある｡ 唐破風軒の下には法師像があり､その下に墨書の銘がある｡ 法

師像をはさむようにして 4つの穴があり､その下に蓮華の盛 りつけを して

ある｡ 身の両側面にも大柄な蓮華の盛 り付けがあり､法師像はこれに載 っ

ている｡ 背面は3つの穴を空けただけで特に図柄の装飾はない｡

☆ 銘 書 に つ い て

銘書は朱 と墨でなされているが､先後関係は朱が先で墨は後であると思

われる｡ 厨子聾に納められた遺骨は､朱書の通 り<二代目仲宗根親雲上の

娘まっ>と解 したほうがよい｡ このほうが他の厨子銘 との関連があり､解

釈 も容易になる｡墨書の銘については後か ら書 き加えたものであって､朱

書の銘を誤写､ もしくは何等かの誤認によって加筆 したものと思われる｡

[番号 2]

器 名 荒焼マンガン掛壷型厨子窯

法 量 H 52× W 35× OC 28(cm) <身のみ>

銘 書 身の正面 (墨書)

/□------□死去/

蓋の内 (墨書)

/□--弓中---□/

備 考 線彫 りを基調にし､全体にマンガ ン柚を掛けて黒っぼ く仕上げた壷型の

厨子窯である｡墓室では一番タナの中央に安置してある｡

蓋は破片だけであり､銘書 も不鮮明であるためにその使用開始の年月は

定かでない ｡ この厨子窪のタイプは1770年代か ら登場 して､すこしづっ変

化､発達 しなが ら戦後まで壷屋で作 られている｡ 種種ある厨子嚢の中で も

このタイプのバ リエーションは最 も多い｡

図柄等は全面線彫 りで蓮華を施 し､正面に極めて簡略化された宝珠のあ

る堂 (?)を盛 り付けてある｡ 堂の中には縦長方形の穴を 3っ並列に空け､

その下には銘を墨で書いてある｡

口縁郡は切縁である｡ 喪の中に遺骨はな く､小石を納めてある｡
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〔番号2〕
荒焼マンガン掛壷型厨子妻 〔番号 1〕

上焼ツノ



名 素焼彩色入母屋変形御殿型厨子窪

量 H 3◆5× W 18× D 18(cm)

香 身の正面

/一九六九年十一月二十八 日/故仲宗根松忠/享年八十七才/

蓋の内側

/故仲宗根松忠/行年八十七才/

/一九六九年/十一月二十八 日死亡/

備 考 昭和30年代以降､火葬が行なわれるようになるとこの蓬のように火葬専

用の小形のものが多 く作 られるようになる｡ 屋根 も入母屋の変形を踏襲 し

たこの御殿型厨子嚢は､現在で も同 じタイプのものが盛んに作 られており､

よく使用されている｡

銘書を見ると1969年からの使用となっており､16基ある厨子嚢の中で最

も新 しい｡ 墓室では一番タナで､向かって左の二番目に安置してある｡

厨子喪は素焼で､全面を青で塗 り､金 と緑で簡単に色差 しをするという

極めて簡略化 され大量生産化 された現代版普及型である｡ 重層屋根をかた

どる上層部には唐破風に紙を一対イメージし､下層の屋根はそのまま蓋の

縁になっている｡身の正面に宝珠付 きの堂を椎出に描いて､両側面 と背面

には蓮華を描いてある｡堂の中には銘が墨書 してある｡ 背面に図柄はない｡

[番号 4]

器 名 荒焼蛮転用品

法 量 H 40× W 37× OC 18(cm)

銘 書 な し

備 考 荒焼の窪を転用 したもので､蓋にニービ石板の破片を利用 している｡

墓室では二段目のタナ､向かって右端で､中央の厨子窪を指標にする

と右へ四番 目に安置されている｡
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〔番号4〕
荒焼妻転用晶 〔番号

3〕素焼彩色入母



]5号香[

器 名 サ ンゴ石灰岩製寄棟御殿型厨子窪

法 量 H 74×W 59× D 50(cm)

錦 書 身の正面右

/道光三年発未九月二十 日洗骨/伊礼筑親雲上/

身の正面左

/逆光拾九年亥九月廿七 日/洗骨/伊礼筑親雲上/秦/

備 考 サ ンゴ石製厨子喪は17世紀半ばか ら見 られ､18世紀半ば以降には顕著に

なる｡ この厨子禁は寄棟屋根の御殿型であり､1823年からの使用で､後に

は (1839年)妻を も合葬 したものである｡

屋根に､宝珠 と一対の鰻を彫刻 してあるこの厨子寮は二番タナにあり､

中央の厨子蓬から右へ三番 目に安置 してある｡

厨子賓は全体的に後方へ傾いている｡ 身は前方よりも後方に低 くなって

いる｡ これは ｢ウッチンクー セー フ-ジェ- ネ-ラン｣ということ

で､正面か らの視覚的な美観を表現するための 1つの工夫 (傾 き)なので

あろう｡ こうした視覚的表現法は亀甲墓や平茸の墓など､切石積の墓面の

造 りにも往々にして見 られることである｡

厨子窪の装飾は､墨で鱗を措いた鰻を一対 と宝珠を屋根に彫刻 してあり､

前面の屋根には円い図柄 ? (不鮮明)を刻んである｡ 軒には四角の垂木を

彫刻 し､身には後ろ足の短い明確な四足を造 って厨子牽全体を後方に傾け

てある｡ 身の正面か ら両側面にかけては浮 き彫 りにした縁を走 らせ､その

正面中央に五段の階段を彫刻 してある｡ 階段は墨で塗 り潰 して､その再上

段に正方形の穴を 2っ空けてある｡ 階段をはさむ両脇には､頭が大 きく､

また､顔を リアルに墨で書 き入れた法師像を一対､浮 き彫 りにしてある｡

銘書は法師像の両外側にあって､向か って右のそれは刻字に朱を入れ､

その上に重ねて､さらに墨を入れてある｡左のそれは墨書のみである｡朱

と墨の先後関係は朱のほうが先になる｡右の1823年銘は伊礼筑親雲上の洗

骨､納骨時に刻字 して朱を入れ､1839年に妻を洗骨､合葬 した際には左側

の銘 と一緒に右の錆にも墨書を重ねたたものと思われる.
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〔番号5〕サンゴ石灰岩製専横御殿型厨子妻

(



[番号 6]
=t㍗..

器 名 荒焼マンガン掛入母屋変形御殿型厨子変

法 量 H 81× W 51× D 41(cm)

銘 書 身の正面

/逆光三年突未九月二〇日洗骨/前仲宗根親雲上/

/八月二十一日洗骨/大清嘉慶五年庚申/前仲根親雲上/

/妻□□/

備 考 軒には二重の四角い垂木をイメージした入母屋瓦屋根の荒焼御殿型厨子喪

で､マンガン柚を全体にかけて黒っぼく仕上げてある｡

この厨子蓬は1823年からの使用で､1800年に洗骨 して別に安置してあった

妻を1823年の夫の洗骨時に夫婦合葬 したものである｡

墓室二段目の棚で､向かって中央の厨子喪から右へ二番目めに安置された

このタイプは､重層屋根の御殿型とともに1820年から1868年にかけて集中し

て見られる｡

事例に見る厨子麓の際立った特徴は､龍の顔を思わせるリアルな感じの鰻

を屋根に大きくシンボライズして強調 している点であろう｡

屋根の造りは両側面が唐破風で､そこには正方形の穴をそれぞれ 1つずっ

空けてある｡

身はその正面の縁 (口縁､両横)に波状紋を線彫りして､中央部に入母屋

瓦葺きの堂を盛り付けてある｡堂の中には正方形の穴が 1つ空けられ､その

下には墨で銘を書いてある｡ 堂の両側には法師像と蓮華の盛り付けをしてあ

る｡

身の両側面には､正面と同じく法師像と蓮華の盛りつけがあって､縁 も正

面と同じく波状紋の線彫りになっている｡

身の背面には装飾がない｡ (縦にヒビ割 れある｡)

厨子寛は全体的にシンプルであり､形も整っている｡
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〔番号6〕荒焼マンガン掛入母屋変形御殿型厨子妻

-



[番号7]

器 名 上境ツノ型入母屋変形御殿型厨子蛮

法 量 H 85× W 51× D 42(cm)

銘 書 身の正面

/仲宗根重民/妻マカ ト/

身の縁

/仲宗根重民妻/マカ ト/

/洗骨昭和二年一月六 日旧十二月三 日/

蓋の内側

/仲宗根重民洗骨 日昭/和式年壱月六 日旧十二月三 日/

/妻マカ ト洗骨 日大正三年/旧十一月武拾式 目/

備 考 入母屋変形で屋根が極端に高 くなった上燐の御殿型厨子窪で､俗にソーベ

-と呼ぶ普及型である｡ このタイプは19世紀中期頃か ら顕著になり､昭和の

始め頃まで壷屋で製作されている｡ 厨子窪には､先に他界 した (1914年に洗

骨)妻を夫の洗骨時 (1927年)に合葬 して納棺 したもので､二番目のタナ中

央に安置 してある｡

厨子聾の特徴は､窯入れの際に生活雑器を一緒に焼 くための3本のツノ型

台を数個､蓋に盛 り付けていることである｡ 自化粧がけの上に飴柚 とコバル

トを差 したこの厨子窪には8個のツノを立ててある｡

蓋はその上部が極端に高 く､一対の観を屋根に盛 り付けてある｡ 正面中央

と両端に獅子頭を盛 り付け､中央のそれには3本のツノ型台を立ててある｡

蓋の正面中央､獅子頭の下方には正方形の穴が 2っ空けられ､下には蓮華

の花を真上か ら見た盛 り付けを し､両脇には格子窓状の模様を描いてある｡

両側面唐破風の下 も同 じパ ターンであり､蓮華の花に2っの穴､下は格子状

の窓模様になっている｡ 厨子窪背面の直線状の軒にはツノ型台のある獅子頭

が 3っ盛 り付けられ､その下には2っの穴を空けてある｡蓋の縁は下層の屋

根で垂木を摸 し､ツノを立てた獅子頭を四隅に配 してある｡

身の正面中央に蓮華の花､その下には銘を墨書 し､両側には穴を 1っずっ

空け､蓮華を盛 り付けてある｡ 両側面に空けられた穴は2っで､盛 り付けは

大柄の蓮華である｡ 背面は飴柚 とコバル ト差 しのみで穴は2っ空けてある｡
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〔番号7〕上境ツノ型入母屋変形御殿型厨子妻

(正 面) (



[番号 8]

器 名 上焼入母屋変形本御殿型厨子棄

法 量 H 79×W 50× D 40(cm)

錦 書 身の正面

/同治拾年二月廿四日死去光緒二年丙子/

/九月十三日洗骨仲宗根筑登之/

/同治九年庚午十二月十八日死去光緒二年丙子/

/九月十三日洗骨同人妻/

身の縁

/同治九年庚午十二月十八日死去光緒二年丙子九月十三日洗骨同人妻/

/同治拾年二月廿四日死去光緒二年丙子九月十三日洗骨仲宗根筑登之/

備 考 入母屋変形のバリエーションで､屋根が高くなった上燐の本御殿型厨子喪

である｡銘書を見ると1876年からの使用であり､1870年に他界した妻と､そ

の後を追うようにして翌1871年に亡 くなった夫を一緒に洗骨 して合葬 したも

ものである｡このタイプの本御殿型厨子喪は1821年頃には見られ､明治中期

頃までは多 く､大正以降には少なくなる｡墓室では二番タナ中央から左へ二

番めに安置してある｡

事例に見る厨子蓬の蓋は入母屋から相当に変化 した屋根になっており､二

階建てに見える｡上の瓦屋根には一対の紙を盛り付け､正面緩やかな唐破風

部には龍頭､その両端に獅子頭を盛付けてある｡ また､軒下中央には縦長方

形の穴をひとっ空け､それをはさむ両側には円形の盛り付けをしてある｡両

側面唐･破風の軒の下には横長の穴を 1つ空け､その下に一対の円形盛り付け

がある｡ 背面の軒は直線的であり､その両端には獅子頭の盛り付け､軒下壁

面には大柄な波状紋を飴柚で描いてある｡蓋の縁は四角の垂木を摸してある｡

身は四周に軒を作り､四隅に獅子頭を盛り付けてある｡軒の上は両端に格

子窓､その内側に円形盛り付けがある｡ これは両側面も同じパターンである｡

背面は蓋の図柄と同じく大柄の波状紋である｡ 正面軒の下中央に円形盛り付

け､その下に縦長の穴を 1つ空けてある｡銘は墨書で､この穴の下方にある｡

銘書の両側に法師像と蓮華､身の両側面には蓮華に載った法師像の盛りつけ

がある｡ 背面は全面､飴柚の青海波紋である｡ 厨子嚢の彩色は白化粧がけに

飴柚､盛り付け部と身の縁どりは緑軸差しである｡
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〔番号8〕上焼入母屋変形本御殿型厨子妻

-



[番号9]

備 考

上焼入母屋変形本御殿型厨子喪

H 79× W 50× D 40(cm)

身の正面

/逆光弐拾九年巳酉七月七日死去光緒二年丙子/

/九月十三日洗骨/仲宗根筑登之/

/光緒元年乙亥六月十三日死去同二年丙子/九月十三日洗骨/

/同人妻/

身の縁

/逆光弐拾九年巳酉七月七日死去光緒二年丙子九月十三日洗骨仲宗根筑

登之/

/光緒元年乙亥六月十三日死去同二年丙子九月十三日洗骨同人妻/

[番号 8]と同じく瓦葺きの入母屋変形屋根で､作風も同じ上境本御殿型

厨子婆である｡銘書からすると､これも1876年からの使用であり､1849年に

他界した夫と1875年に亡 くなった妻を一緒に洗骨して合葬したものである｡

このタイプの厨子窪は [番号 8]と同じく1821年頃からみられ､明治中期頃

まで集中し､大正以降には少なくなる｡墓室では二番タナで､中央から左へ

三番めに安置されている｡

厨子窪の蓋は入母屋から変化 したもので､二階部分に見える上の瓦屋根に

は一対の鱗を盛り付けてある｡また､正面緩やかな軒の唐破風には龍頭を､

その両端には獅子頭を盛り付けてある｡ 軒下中央に円形盛り付けをし､その

下に縦長方形の穴を 1つ空けて､両側には格子窓模様をイメージしている｡

蓋の両側面唐破風の軒下に横長の穴を 1つ空け､その下にT字型と一対の円

形盛り付けがある｡背面の軒は直線的であり､両端には獅子.頑を盛り付けて

ある｡ 背面の軒下壁に大柄な波状紋を飴軸で描いてある｡蓋の縁の周囲には

四角の垂木を摸してある｡身は四周に軒を作り､四隅と正面唐破風の上に獅

子頭の盛っけ､ (左は欠け落ちている｡)軒の上は正面､両側面とも格子窓

模様である｡ 背面は蓋と同じく大柄の波状紋である｡正面唐破風軒の下中央

に墨書の銘があり､この両側には法師像と蓮華の盛り付けがある｡両側面に

ついても同様である｡ 背面は､全面が飴柚で措いた格子模様である｡厨子嚢

の彩色は自化粧がけに飴軸､盛り付け部と身の縁どりは緑抽差しである｡
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〔番号9〕上焼入母屋変形本御殿型厨子妻

(背 面)

(正 面)



[番号10]

器 名

法 量

銘 書

備 考

早播

器

iid11

名

荒焼マンガン掛壷型厨子窪

H 61×W 34× OC 29(cm)

身の正面

/子七月廿二 日/首里大屋子伊礼/筑登之女子おし/

蓋の内

/首里大屋子伊波筑登之女子おし子七月/

[番号 2]と同様､線彫 りを基調にしてマンガン柚を全体に掛けた黒っ

ばい焼締め壷型厨子窪である｡このタイプの壷型は1770年代から登場 し､

少 しずっ変化 しながら戦後まで作 られている｡数ある厨子婆の中でもこの

タイプのバ リエーションは最 も数量が多い｡

墓室では二番タナで､中央の厨子窪から左へ四番めに安置してある0

厨子嚢の口綾部は切縁で､蓋はピックリと合わさるように考えられては

いるが､実際には歪みがあるために必ずしもうまくいってない｡

図柄等は全面が線彫 りの蓮華で､正面には簡略化 した宝珠付きの堂 (?)

を盛り付け､中に縦長方形の穴をひとっ空けてある｡ 銘はこの穴の下方に

墨で書いてある｡

荒焼マンガン掛壷型厨子窪

法 量 H 39×W 20× OC 19(cm)

銘 書 な し

備 考 マンガン柚を薄 く掛けた小さい焼締め壷型厨子窪である｡ これも1770年

代から登場 して戦後まで作 られる壷型タイプのバ リエーショ･ンである｡

墓室では､二番タナ中央の厨子聾から左へ 5番めに安置してある｡

図柄は､蓮華､正面の堂ともに線彫りである｡ 簡略化された宝珠付きの

堂 (?)の中に3っの穴を空けてある｡ 銘書は書いてない｡
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号11〕荒焼マンガン掛壷型厨子妻 〔番

号10〕荒焼マンガン掛壷型



[番号12]

器 名

法 量

銘 書

備 考

]qXHU
早香[

荒焼マンガン掛壷型厨子蛮

H 61× W 34× OC 29(cm)

身の正面

/子七月廿九 日首里大屋子/女子/か満戸/

[番号10]と同じ線彫 りタイプである｡

図柄の線彫 りは蓮華である｡

正面の盛 り付けは [番号10]と全 く同じ. 同一作者でなければ出せない

曲線と厚みである｡

墓室では二番タナ中央の厨子喪か ら左へ六番めに安置してある｡

器 名 荒焼マンガン掛壷型厨子襲

法 量 不 明 (上半部破損)

銘 書 な し

備 考 [番号11]と同じ小形タイプで､マンガンを掛けた壷型厨子輩である｡

下半分の残欠のみで､上部そのほかの破片が見当たらない｡

墓室では二番タナの中央厨子喪か ら左へ 7番め､最後の端に安置してあ

る｡
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〔番号13〕

荒焼マンガン掛壷型厨子妻

〔番号1



[番号14]

器 名 荒焼マンガン掛入母屋変形御殿型厨子窺

法 量 H 81× W 51× D 41(cm)

銘 書 身の正面

/大槽嘉慶五年庚申/八月二十一日洗骨/前伊礼親雲上/

/同年右月日同人/妻お戸/

備 考 夫婦を洗骨合葬 して1800年から使用 している厨子窪である｡

この厨子寮の場合､身の正面に空けられた穴が正方形の 1つのみである

はかは [番号 6] とほとんど同じ作 り､同じ図柄である｡

墓室では三番タナの中央厨子寮から右へ二番目､つまり右端に安置され

ている｡

(正面部分)



〔番号14〕荒焼マンガン掛入母屋変形御殿型厨子妻

-



[番号15]

器 名 サ ンゴ石灰岩製入母屋御殿型厨子窪

法 量 H 73× W 58× D 45(cm)

銘 書 身の正面

/大槽乾隆十八年突酉十一月十八 日/

/□ロロロロロロロロロロロロロ死去/

備 考 サ ンゴ石で造 った入母屋の御殿型厨子変で､寄棟に近い感 じのものであ

る｡

屋根には､宝珠 とそれをはさんで一対の鰻が彫刻されている｡

銘書の年代か らすると1753年以降か らの使用 と患われる｡

サ ンゴ石製の厨子喪は､古いものでは1707年か ら確認されてはいるが､

この厨子喪 もそうであるように多 くは18世紀半ば頃が顕著のようである｡

三番タナの中央に安置されたこの厨子喪の特徴は､厨子窪全体が後方に

傾 き､身は前方よりも後方に低 くなっているということであろう｡ これ も

[番号 5]の厨子窪 と同 じく､ ｢ウッチン クー セ一､フ-ジェ- ネ

-ン｣という正面か らの視覚的美観を考慮 したための結果なのであろうか｡

こうした面の造 りは亀甲基や平茸の墓､ もしくは切石横の墓などの墓面に

も往々にして見る｡

厨子婆は､蓋である屋根に一対の紙 と宝珠を彫刻 して､軒には円い垂木

を朱で描いてある｡身には明確な四足を彫刻 して､また､正面か ら両側面

にかけては浮 き彫 りにした縁側がはしっている｡ 身の正面中央には門のあ

る3段の階段が造 られ､その再上段には縦長方形の穴を 2っ開けてある｡

錦は､ この 2っの穴の上の方に墨書 さしてある｡

階段の両側には､朱色の花を差 した緑色の花生けを描いてある｡

法師像の図柄等はない｡

身の側面 と背面には装飾 も造作 もない｡
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(右側面) 〔

番号15〕サンゴ石灰

岩製入母屋御殿型厨子妻

(正 面)



[番号16]

器 名

法 量

銘 書

サンゴ石灰岩製入母屋御殿型厨子窪

H 58･×W 53× D 38､5 (cm)

身の正面

/越釆間切仲宗根村/のろくもい/

/思戸高江洲□□□女子＼

/大槽康照六拾一年/壬寅八月十八 日死去

(親雲上)か?

備 考 サ ンゴ石で造 った入母屋の御殿型厨子嚢である｡ これは18世紀初め頃の

1722年あたりのもので､サ ンゴ石製では古いはうに入る0

越釆間切仲宗根村の祝女を納めたものと思われるこの厨子窪は､墓室の

最上段である三番タナの中央厨子窪から左へ二番目､つまりは左端の一番

奥に安置されている｡ このタイプとそのバ リエーションは18世紀半ば頃か

ら顕著になる｡

蓋の図柄を見ると､屋根の中央に朱色で月を描き､その両側には4つの

の失点を囲む一対の朱の円､そして､その下には朱色で塗 り潰された7っ

の円を描いてある｡月は上弦の月で､下方の円周部分のみを墨で縁取って

ある｡ そのほかの円についても円周の縁取 りは墨である｡垂木は正面のみ

にあり､朱色で四角に措いてある｡ 屋根の破風部分には半時計回りの渦と

円を墨で並列に描 き､その中間から頂点に延びる棒状の図柄がある｡

身の図柄は横に3本､縦に4本の架線で大きな格子を描き､左右上方の

それぞれ l桝ずっを格子窓として朱色で描いてある｡ また､正面中央部に

は小 さな引き違い戸が朱色で措かれ､その両端には縦長方形の穴が2っ空

けられている｡

その他､銘は向かって中央か ら左方にかけて縦に墨書され､その右側に

は実のった植物が墨で描かれている｡

※ 以上､本報告書の厨子蒙の項を記述するにあたっては､沖縄県立博物館の上江

洲均 氏が作成 した<厨子窪の編年> 『沖縄の暮 らしと民具』所収 (慶友社/昭和

"57年)を指標にした｡文章中の表現についても氏の方法に依拠するところがあっ

た｡ 記 して謝意にかえたい｡
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